











加 藤 主 税
1.序
rich,poor;01d,young;hapPy,unhappy;のそ れ ぞ れ の 形 容 詞 の
組 は お 互 い に 反 対 語 で あ り,動 詞dress,undress;open,shut;like
dislikeの組 もお 互 い に 反 対 語 で あ る が,動 詞 の 組 はlike,dislikeを除 い ・







(1)^,(6)の文 を 比 較 し て み る と,形 容 詞 の 場 合 は 否 定 と反 対 語 の 差 が 動 詞 の











まず上r.YYI.あげた(4)(5)(6)におい てめ動作 を:考えて み よ うー。 こ の 時not
〈)penとshut,notshutとopenとは意 味が異 な り・openとshutと
はお互い}こ反対語 である。 そ してopenとshutと は示す動作が正確 に反
対であ る。 すなわちHeopensthewindow.とい う動作 を撮映機 で撮 っ
て その フ ィル ムを反対 に回 して映写 したのがHeshutsthewindow.1こ
な る。 そ して,openとshutの 動作 を一通 り行 なうと動作 を行 なう前 の
状態 にな る。 こうい う一組 の動詞 が典 型的 な反 対動作 を意味 す る。 この種




あ る動 作が あれば,い つで も撮映 す ることがで き,反 対映 しにす るこ とが
で きるか ら,理 論的には,ど んな動作 で も反対の動作 はあ るはずであ る。
しかしその反対の動 作を表わす言 語形式が ない場合 もあ るし,反 対動 作が
不 可能 な場 合 もあ ろうし,又,複 雑 な動作 を一つの形式で表わす場 合もあ
り,そ の反 対動作 は種 々で複雑 で ある。
2.2.JUMP
(7)Ijump.
jumpの反 対動作 を老えてみ る。(7)の動作 を撮映 して,反 対回 しに映写 し
てみ ると,そ の反対動作は同一で ある。つ ま りjumpとい う動作 は,飛 び
上が り,降 りて くる,二 つの動作 を含 んでい る。飛 び上 が るだけの動作 は
不可能 で,降 りる動作 が必然的 に加 って くる。 しか し場合 に よっては,片
方 だけの動作 もあ り得 る。つ ま り飛 び上が る動作 がそれである。
(8)Hejumpsuptheroof,
{8)はjumpの上がる動作 だけをupの 助 けによって表現 した ものであ る。
(9)Hejumpsdownfromtheroof.
{9)はその反対,す なわち降 りる方 だ けを言い表わ した も の で あ る。 それ
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で,(8)の動作 を撮映 して,反 対 回 して映写 する と(9)になる。(9)は(8)の反対
動作 なのである。up,downとい う語 を用 いて反対動作 を表 わす のであ っ
て,jumpだ けで は表わせ ない。層この種の動詞に は反対語が ない のは当然
で あろ う。 この種の動詞に は,く り返 しで一つ の動作 となってい る動 作 を
表 わす動詞に限 られ る。dribble,chew(gum),clap,・一 が この種 類に




giveとtakeは二人以上の間の動作であ り,α①㈲は反対 動作 を表わ してい
る。 そ して(io)と同 じ動作 で も視点 を変えて,与 えられ る人を中心 として,
次 のよ うに も表わす ことがで きる。
(12)Shetakesthebookfromhim.
(13)Sheisgiventhebookbyhim.
(12)(13)は⑩ と同 じ動作 であ り,
α⇔Hetakesthebookfromher.
㈲Heisgiventhebookbyhim.
四 ㈲は(io)の反対動 作であ る⑳ と同 じ動 作である。 この ように二人以上 の人
間の間 をあ る物 が移 動す る場合 には,同 じ動作 で も視点 を変 えるこ とに よ
って,色 々表 わすこ とができ,そ の他 に もthebookを主語 に して も,可
能 であ る。 しか し意 味(動 作)を み るならば,(1①のthebookがheか
らsheに 移 る場合d1)のthebookがsheか らheに 移動 する二通 りの
場合 しか考 えられない。移動 す る物 がはっき りしない場合 もあるが,こ う
い う動作 を表 わす動詞 は次 の ような ものである。sell,buy;offer,
receive;lend,bovow;teach,learn;・・-
2.4.GO,COME




働 は α③に 対 して 結 果 的 に は 反 対 動 作 に な る が,(16)の反 対 回 し 映 写 の 動 作 が
㈲ に は な ら な い 。 こ の 反 対 動 作 を近 似 反 対 動 作 と呼 ぶ こ とに す る 。 つ ま り
動 作 の 過 程 は 異 っ て い て も,そ の 結 果 が 反 対 動 作 の 結 果 と 同 じに な っ て い
る も の を い う。
(18)Ileavethebuildingformyhouse.
(9)Ireachthebuildingfrommyhouse.







三 地 点 が 関 係 す る と ⑫魄Dの よ うに な る 。X21)は(20)の反 対 動 作 で は な い こ と は





こ の 場 合 も,反 対 動 作 で な く,関 連 動 作 で あ る 。 往 来 発 着 を 表 わ す 動 詞 が
こ れ に 属 す る 。 こ れ ら はleave,depart,embark,begin,arrive,













X29)は圏の近似反詞動作 である。 なぜ なら,buildは多 くの動作 を含ん でい
る。 た とえば・buildの動作 には木 や レンガ を運 び,組 み立 て,け ず り,
積 み,色 をぬ り……等 の動作が含 まれていて,結 果的にできた のがhouse
であ り・又 これをdestroyするとい うことは,結 果 的にhouseで な くす
ることだけれ ども・ その一 つ一 つの動作 は,buildの反対動作 とは異 っ て
い る。buildよりdestroyの方が単純 な動作 である。buildの動作 の反
対 回 しを考えてみれば,こ の ことは よ くわか る。現実 の動作 は複雑 な種k
の動作 の連続 体であ って,こ れ を記述 しよ うとす る言語形式 は これらを そ
のまま記述 す るこ とはできな くて,一 つの言語形式 で,多 くの複雑 な動作
を含ん で記述 している。故 にこの種 の反対動作 は最終 的にできた結果 をそ
の動作以 前に戻す こと,houseをhouseでな くす ことが反対動作 なので






(30)(31)は反対動作 でな く,関連動作で あろ う。この他 にもた とえば,produce,
consumeはconsumeするためにproduceであ って,原 因結果 の関係 で
あろ うし,punish,forgiveはpunishかforgiveの二者 択一の関係 で
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(32)の反 対動 作 はない が,(33)の反対動作 はある。
図Hewalksfromthebuilding.
囲 は(33)の近 似反対動作 である。walkの ように方向を もたない動詞 は,別
の語 と共同 で,反 対動作 を表わす ことが できる。run,swim,rush,
creep,fly,hoP,step…… がこの種 に分 類 される。
2.9.SMILE
闘Hesmilesmerrily.
(37の動作 は反対映 しに して もほとん ど変 わらない。 このよ うなものは反対
語 がない。laugh,speak,tel1,say,shout,cry等がこれ に属す る。又
その他動作 が あって もその反対動作が不可能 な ものは反対語 はない。又,
動 作が複雑 な もの も反対語 はない ので ある。反対動作 を考えることに よっ
て,動 詞 を意味的 に上述 のよ うに,大 ざっぱに分類す るこ とがで きる。 そ






1ike,dislikeは動 作動詞ではない。 この場合 は大部分 の形容詞 がそ うで
ある ように,反 対辞 項である(37)と,矛盾辞 項であ る(38)の問にはほ とん ど差
はない。 この種 の ものは反対語 はnotを付加 した もの として分析で きる。
た と え ばdislike=not+1ike,doubt=not+believeとい う よ う で あ る 。
こ うい う も の は 動 作 を 示 さ な くて,心 理 的 状 態 を 表 わ す も の に 限 ら れ る 。
love,hate;agree,disagree;approve,disapprove;obey,disobey;
Please,displease;satisfy,dissatisfy;believe,doubt,…… が こ れ
に 入 る 。
3.否 定 と反 対 動 作





richに対 し てnotrichは 矛 盾 辞 項,poorは 反 対 辞 項 で あ り,さ ら に
notrichで あ りnotpoorで あ る 部 分 は 中 間 辞 項 で あ る 。 そ し て 矛 盾 辞
項 は 反 対 辞 項 よ り範 囲 が 広 く,notpoorはrichよ り,notrichはpoor
よ り・意 味 が 広 い 。 こ こ で 〔+rich〕と い う 意 味 素 性 を導 入 す る こ と に し よ





(43)～(46)が示 し て い る よ う に,(43)と(46),團と(45)とは だ い た い 意 味 が 等 し い 。





openとshutと は 反 対 語 で あ る が,(47と(50),(48)と(49)とは,上 述 の(43)と(45),
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團 と㈲ の よ うには等 しくならない。(49)(50)はそれぞれ(4'x(48)の矛盾辞 項である




open以 外 の も の 無 限
break
shut





しか しこの場合 はHethewindowと い う条件 がつい てい るか
2
ら,実 際 に は無限 でない。否定 は矛盾辞項 を意 味するが,この矛盾辞項が,
場合 に よっては色 々な意味 になる。(51)(52)の文 の場合 には,動 作 を行 わない
こ と,す なわち静止 を意味す ると考 えられる。(48)は㈲ の反対動作 であ り,
言 い換 え るなら,動 作 を始み る以前 の状態 に戻す動作 であ る。 そ して(49)は
(47とい う動作 を,x(50)は.(48)とい う動作 を始め る前の状態 なのである。 この









(63)(54)が非 文 な の はopen,shutが 継 続 相 を 表 わ す 動 作 で な い か ら,for
twohoursと い う時 間 の 巾 を も っ た 副 詞 句 と共 存 し な い か ら で あ り,(55
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(66)が文 法 的 な の は,notopen,nbYshutは 上 述 の よ1うに 静 止 を 意 味 し,
故 に 継 続 相 に な り 得 る か ら で あ る 。 一 般 に ど ん な 相 の 動 詞 で も否 定 は 継 続
相 に な り・ 従 っ て 時 間 の 巾 を も つ 語 句 と共 存 で き る 。openとshutの 意
味 素 性 は 〔+movemnt〕 が 入 っ て く る か ら 下 の よ う な 結 果 に な る 。
(57)ope11〔十movement,… … 〕
鰌shut〔+movement,… … 〕
(59)notopen-〔 十movement,.…… 〕=〔 ‐movement,… … 〕
(60)n・tshuト 〔+皿 ・vement,・… ・〕 一 〔-m・vement,・・… ・〕
(591(60)が示 す よ う に,notopenもnotshutも 共 に 〔‐movement〕だ か
ら 静 止 を 意 味 す る の で あ る 。 た だ し こ の 場 合 は 〔+movement〕以 外 の 素
性 に つ い て は ふ れ な い 。
(61)Don'tforget.
(62)Remember
一 方 は(61)は圃 の 意 味 に な る 。
圃remember〔+remember〕
(64)notforget-〔-remember〕竃 〔十remember〕
(63)(60のよ うな 分 析 に な る か ら で あ る 。 き
(59)TheydoubtthatIneedconsidertheproblem.
(59)は次 の よ うに 分 析 さ れ る 。
(66)doubt〔-belive〕→・一 〔+believe〕=notbelieve
こ の よ うに(59)のdoubetにはnotが 含 ま れ て い て,こ のnotはneedの
次 に 出 て くる べ き も の で あ り,そ れ 故 にneedが 助 動 詞 と し て 単 独 に 現 わ
れ る お も し ろ い 例 と な っ て い る。
圃Don'twalk.
㈹ は 意 味 素 性 を 色 々考 え る こ と に よ っ て,色 々 な 条 件,環 境 の も と で,三
つ の 場 合 が 考 え ら れ る 。
(68)Stop.
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最初 に,圃 は(68)と書 き換 えがで きる。 これはwalkを 〔+movemement〕
を考 えて,次 のよ うに分析 した結果生 じる。
(69)notwalk-〔十movement〕=〔‐movement〕=stoP
次に(r"o)の意 味になる場合 もあ る。
(70)Run.
これ は横断 歩道 で,人 にDOn'twalkと言われ て,ヘ ソの曲 った人 が,
止 まらず に走 った とい うよ うに解 釈す る場合 であ る。そ して こ の こ と は
walk,run,rush,……の系列 の中での関係 と して おこる。 っ ま りwalk
の否 定はそ の系列 内での補集 合 として現われ る。walk,run,rush,……





ここで注 意 することはnotwalkのnot〔一〕 は 〔+going〕に作用 しな
くて 〔+mannerI〕に作 用す る。 三番 目にはwalk以 外 の無限の こと
を意味 している場合 であ り,こ の場合には文脈,環 境に大い に関係 してい
る。 これ につい ての具体 的 な例が囲 である。
團Swim.
圃 が四 の意 味にな る場合 は,た とえば水泳訓練中に訓練者が発す る時 であ
る。
(75)Eat.
叉,四 の意味にな る場合 もあ り,こ れは教室 で,子 供達 が食事 中に立 って
歩い てい るの を見 て の教師 の発語 である。㈱ や四 の意 味にな る場合 はいず
れ も発言 の大巾な省略が あ る。 とい うのはwalk以外 になんで もいい ので
あ り,walk以 外 とい う消極 的 な意味 しか もたないの で,あ とは文脈 にた
よ るしかないのであ るから。 た とえば(r5)は㈹ の省 略であ る。
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(76)Don'twalk.(Sitbown.)(Eat.)
ここで()内 は省 略部 分で ある。
否定 とい うこ とは,補 集合 を意 味 し,形 容詞あ るいは状態動詞に おい て
は反対概念 とたい した差 異は ないが,動 作動詞においては,全 集合 を何 と
み るかによって,否 定 の意味 が異 な るのであ る。 つ ま り動作 があ るかない
かに視点 をおいてみ るな らば,動 作があ る場合 とない場合 の二 通 りしかな
く(〔+movement〕,〔‐movement〕),否定 はその うちどち らかに決 っ
て,〔-movement〕(静 止)に な る。 又,系 列動作(walk-run
-rush… …)に おい ては,補 集合 はその範囲 の中 でな され,な に も限定
がない場合 に,消 極的 な意味 を もつ時 は,か な りの発言 の省略 がされてい
るのであ る。
4.動 詞の否定辞
現代英語 においては,動 詞 の否定辞 と してdis-,un-,mis-,だけで
あ るが,mis一 は否定辞 とは言 えないので,dis-,un一だけ を考 えるこ と
にす る。disは語原的に は否定,反 対,分 離,欠 性等 を意味 してい たが,動
作動詞 につ くのは欠性の意味の否定辞 だけであ る。 これ を欠性 否定辞 とい
う。 叉,un一 はnotの 意味 の否定辞(not否 定辞)と 欠性否 定辞 に分け
られ,動 詞 につ くのは,欠 性否定辞 だけである。つ ま り,dis一もun一も,
動作動詞 につ き得 るのは欠性否定辞 だけであ り,一 方 形容詞 あ るいは状態
動詞 にはnot否 定辞 がつ く。dis一あ るいはun一 の否定辞 が,矛 盾概念
とい うよ りむ しろ,反 対概念 を意味す るので,形 容詞,状 態動 詞にあって
は,反対概念 が否定概念 の意 味に近 くな るためであ り,(unhappy,dislike),
動 作動詞 にあっては,反 対概念 は反対動作 のこ とであ り,こ れ は否定概念
の意 味 とはほ ど遠い(undress,disestablish)ためであ る。 次にdis一と
un一の違い につ いて考 えてみ よ う。
un一が純粋 な欠性 の意味 しか もっていないのに対 し,dis一は語原 的に反
対,分 離,欠 性,否 定 の意味が あ り,livingprefixとして欠性 の意味 だ
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け に な っ た と し て も,状 態 動 詞 に つ い てnot否 定 辞 の 役 割 を し て い る が,
un一 は 状 態 動 詞 に つ く こ と は で き な い 。(dislike,disbelieve,displease,
discourage,distrust,disfavour,disallow,disaffirm,disagree,
dissatisfy,・・・…)
叉,dis一 よ りun一 の 方 が よ りlivingで あ る。 言 い 換 え る とdis一 は 確
立 さ れ た 語 と し て 多 く存 在 し,un一 は 確 立 さ れ て い な い 語 に 多 い 。 した が
っ て,同 じ語 根 にdis一 とun一 が つ い た 場 合 は,discoverとuncover
の 意 味 の 違 い を み れ ば 明 自 で あ る 。 さ ら にun一 はunbotton,unclothe,
undress,uncurtain,unfasten,unknot,unfold,unlock,unmask,
unpack,unseal,untie,unveil,…… が 示 す よ う に,か くれ た も の を 外
に 出 す,開 く,は ず す,ほ ど く等 の 意 味 に な る も の が 多 い 。 一 方dis一 は
disappear,disarm,disestablish,disarrange,disasemble,disconnect,
discrown,disenchant,disforest,disharmonize,disinter,
disimprison,disunite,・… ・・の 例 が 示 す よ うに,い っ た ん し た も の を も と に
戻 す と か,作 っ た もの を こ わ す と い う意 味 に な る も の が 多 い 。 し か し,un一
に も こ のdis一 と 同 じ意 味 の も の も あ る 。(uncur1,unlern,unmake,…)
又dis一 とun一 の つ い た 動 詞 が 同 じ よ う な 意 味 を 表 わ す の もあ る 。(dis-
burden,unload;disentangle,untangle;disremember,unlearn;)
6.否 定 辞 派 生 の 制 限
dis-,un一は か な り 自 由 に 多 くの 動 詞 に つ い て 派 生 語 を つ く る こ と が で
さ る 。 そ れ ら は 臨 時 語 と し て 考 え ら れ る もの もあ り,辞 書 に もの っ て い な
い も の も 多 い 。 し か し す べ て の 動 詞 に つ くの で は な く,あ る 制 限 が あ る と
思 わ れ る 。 動 作 動 詞 に 否 定 辞 が つ くこ と は,反 対 概 念 を 意 味 し,つ ま り反
対 動 作 を 意 味 す る 。 そ れ で あ る 動 作 が あ れ ば,必 ず そ の 反 対 動 作 は あ る は
ず で あ る が,反 対 動 作 が 不 可 能 が(eat,drink等),あ る い は 無 意 味 か,
表 現 す る 価 値 や 必 要 の な い も の(work,Play,swim等),又 は 一 つ の 動
作 が 既 に 反 対 動 作 を含 ん で い る も の(jump等)の も の は,反 対 語 あ る い
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はその言語形式がないのは当然 である。言い換えれば,否 定辞派生ができ
ない。 しかし厳密な反対動作は存在 しないが,近 似反対動作はあるとい う
語は多い。つまりある動作 をおこし,動作以前の状態から,あ る過程 を通




Jespersen'やZimmerは形 容 詞 のun一 派 生 の 制 限 に つ い て 研 究 し て い






そ し て こ の う ち,un一 はii)negativetermとは 拒 絶 反 応 を 示 す と言 っ
て い る。 こ の こ と は 動 詞 に つ い て も 言 え る よ うで あ る。positivetermの
動 詞 は 次 の よ う な も の で あ る。
(77)believe,make,dress,affirm,remember,learn,continue,
㈲ に そ れ ぞ れdis一 かun一 を つ け て 派 生 語 を 作 る と(78)にな る 。
(78)disbelieve,unmake,undress,disaffirm,disremember,
unlearn,discontinue,
そ し て(r8)は(79)と同 じ意 味 で あ り,四 はnegativetermの 動 詞 で あ る 。
(r9)doubt,destroy,strip,deny,forget,stop




し か しunlooseの場 合 の 否 定 辞un一 は 二 重 否 定 と 同 様 に,二 つ の 否 定 で
6一つの否定を表わすのであって,肯 定にはならない。だから動詞において
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も,形 容詞 の場合 と全 く同様に,negativetermの動詞 には拒絶反応が認
め られ る。 これはdis-,un一の欠性(privative)の意味 を考えてみ れ
ば,形 容 詞 の場合 よ りも当然 だと思われ る。destroyとい う例 を とってみ
ると明 らか であ る。 つ ま りdestroyの結果 に よって,生 じた ものはない
ので,こ の語 に欠性否定辞 のdis-,un一がつ くはずがない。
(81)Ieatapples.
(si)の結果appleが な くなる。 つま り,dis-,un一はつ かないのであ り,
この意味でeatは 上述 の分類 によればnegativetermに属 する。 あ る
動作に よって,あ る物 を生 じさぜ るよ うな動詞にはdis-,un一はよ り多
くつ き易い と言 うことがで きる。 次にZimmerは 形容詞 の否定辞派生に
　 キ
つい ての次 の制限 を述 べてい る。-a1,-ant,-ent,-ic,-ous等の派生
語尾 を もたない もの,つ ま りは派 生語 ではない ものをstrictlymonomor-
phemicformsと呼ぶが,そ の うち で,strictlymonomorphemicforms
の反対語 を もってい る もの,た とえばgood,bad,evi1;10ng,tall,
short;hot,cold;1arge,small;hard,soft;等は否定辞 がつ かない。
彼 の この制 限 は一部,動 詞 に も適応で きる。
(82)go,come;sel1,buy;give,take;三nduce,deduce;open,
shut;
(82)のそれぞれの組 は,各 々二つの語 の間の関係 は,上 述 の㈲四 よ りも,密
接 であ る。(r7)が否定辞派 生の反対 語 と派生 してない反対語 の両方 を もつ の
に対 し,(s2)は否定辞 派生はで きない。否定辞派生 の制限 について,動 詞 が
形容 詞 と違 うところは,dis-,un一の欠性 とい う意 味であ り,反 対動作 が
あ る場合には,欠 性 とい う性質 を もつ場合 があ るが,す べてが欠性 にな る
のではない。一方,欠 性は,必 ず反対動作 になる。 た とえば,buyはsell
の反対動作 であるが,そ れは欠性 を意味 しない。 叉,destroyはmake
に対 して欠性 とい う性質 を もっていて,反 対動作に な る。
これ らの制限 のわ くの中 で,un-,dis一は,動 詞 のlirvingprefixと
so
してかな り自由に,派 生語 を作 ってい る。
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